
もりおか交通戦略（第二期） 概要版

「もりおか交通戦略」は，平成19年７月に策定された「盛岡市総合
交通計画」（交通計画のマスタープラン）の基本方針である「自家
用車利用を抑制し，公共交通や自転車への転換を図る」を受け，将
来道路網計画や公共交通施策からの課題を踏まえ，「具体的な交通
施策の立案」と，これらの施策を支える「将来道路網計画の検証」
を行ったものである。
平成21年度に策定された「もりおか交通戦略（以下，第一期計画

とする）」は，策定から10年が経過しており，その間，「盛岡市地
域公共交通網形成計画」及び「盛岡市立地適正化計画」が策定され
ている。これらの計画を踏まえると共に，第一期計画の施策の進捗
状況，評価結果を受け，今後の人口減少・少子化・高齢化の中でも
持続可能な「コンパクト・プラス・ネットワーク」の都市構造に向
けて，「もりおか交通戦略（第二期）」の策定を行うものである。
なお，計画期間は令和３年度から令和12年度までの10年間とする。

１ 趣旨 ２ 第一期計画で設定している施策の進捗状況

３ 第一期計画の目標達成状況

歩いて楽しむ中心市街地形成戦略
目標値：中心市街地を快適に移動できると感じる人の割合を６割以上とする
評価：市内中心部における街頭アンケート調査実施結果から，全ての移動手段

（徒歩・自転車・バス）において満足度は高くなり，約７割となり目標
を達成できた。

公共交通軸の充実・強化を図る戦略
目標値：中心市街地への通勤における自家用車利用者数を３割削減する
評価：市内中心部に通勤している方に対するアンケート調査結果から，自家用車

利用者数を1.2割削減できたが，目標は達成できなかった。
目標値：１日あたりのCO2排出量を約７ｔ削減する
評価：自家用車利用者数の削減のほか，自動車性能の向上もあり，CO2排出量を

約９ｔ削減されたと試算され，目標を達成できた。

１

42施策のうち，約７割が実施，実施中であり未実施の施策は３割程
度である。未実施の施策については，ハード整備の進捗の遅れによ
り進めることが出来なかった施策が多くある状況である。

盛岡市総合交通計画（H30年10月一部改訂）

【基本方針】自家用車利用を抑制し，公共交通や自転車へ
の転換を図る
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第一期計画の施策の実施状況と評価結果から，目
標値に至らなかった目標指標はあったが，施策の効
果により全ての目標指標で改善されたことから，基
本方針は継続することとし，「中心市街地回遊性向
上・公共交通利用促進策」，施策を支える「道路網
整備」について，具体的な施策を検討する。

４ もりおか交通戦略（第二期）の基本方針

２

５ もりおか交通戦略（第二期）の目標

上位計画・関連計画の整理結果及び第一期計画の評価結果を踏まえ，以下のとおり設定することとする。

○快適で安全に歩いて楽しむ中心市街地形成戦略
目標値①：中心市街地を快適に移動できると感じる人の割合を75％以上とする
目標値②：中心市街地での歩行者・自転車が関連する交通事故発生件数を35％以上削減する

○公共交通軸の充実・強化を図る戦略
目標値③：中心市街地への通勤における自家用車利用者数の割合を28％以下とする

（自家用車利用者数割合を28％以下にすることで，１日あたりのCO2排出量は約６ｔ減少するものと試算される）

※もりおか交通戦略（第二期）における道路網整備
施策を支える道路を中心に将来道路網計画の検証・見直しを行い，概ね25年後を目標として形成を図る，
今後の交通施策及び実現可能性を踏まえた中心市街地を主体とする新たな将来道路網計画を設定し，段階的
な道路整備計画も示しながら施策を支える道路網整備を推進していくものである。
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７ 新たな将来道路網計画

新たな交通量配分結果を踏まえ，将来道
路網の検証を行った。
４車線未整備道路についての検証を行っ
た結果，検証①，②，⑤については，将
来においても４車線化が必要であり，見
直しは出来ないとの結果となり，検証③
及び④の一部区間については，４車線化
の見直しが可能との結果となり，将来道
路網について見直すこととした。

将来道路網の検証

見直し箇所
検証③，検証④

見直しの概要
【検証③】都）盛岡駅南大通線の一部における都心環状道路の位置

付けを，都）下ノ橋南大通線に見直す。
【検証④】都）向中野安倍館線の一部において，４車線化を見直し，

現在の都市計画道路と同様に２車線とする。

新たな将来道路網計画



もりおか交通戦略（第二期）の推進にあたっては，盛岡市地域公共
交通網形成計画と連携し，盛岡市及び関係行政機関と交通事業者が
相互に役割を分担しながら施策を実施し，市民にも広く交通戦略の
目的を理解していただき，目標の達成に向けて取組むこととする。

９ もりおか交通戦略（第二期）推進

10 もりおか交通戦略（第二期）進捗管理と評価
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もりおか交通戦略（第二期）を着実に進め，10年間の目標を達成す
るため，中間年の５年後においても，進捗状況及び目標達成度を検
証し，社会情勢の変化や土地利用の変化等に応じて必要な見直しを
行うこととする。

８ 将来道路網計画を踏まえた今後の取組

（１）新たな将来道路網計画に基づき，住民との合意形成を図りな
がら，都市計画決定路線の廃止や変更に取り組む。

（２）盛岡市地域公共交通網形成計画で実施する施策との連携を図
り，ＴＤＭなどにより，ソフト施策による目標達成への働き
かけを継続する。

（３）盛岡市都市計画道路整備プログラムの見直しを行い，道路網
整備の推進を図る。


